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１．概要（Summary） 

フォトニック結晶導波路では真空中の光の 100 分

の1以下の群速度をもつスローライトの制御が可能と

なり、光バッファ等の次世代の情報伝達技術が期待さ

れている。同様のバンドギャップを利用した導波路は

プラズモニック結晶(PlC)においても達成されてきた

[1]。しかしながら、PlC導波路中の表面プラズモンポ

ラリトン(SPP)の伝播特性を支配する分散が明らかに

されておらず、そこで本研究では東京工業大学の電子

ビーム露光装置を利用して上記 PlC 導波路を作製し、

カソードルミネッセンス装置による局所励起発光検

出で導波路中の SPPの伝播特性を分析した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

電子ビーム露光装置、走査型電子顕微鏡、電子ビーム露

光データ加工ソフトウェア 

【実験方法】 

電子ビーム露光装置で InP 基板上に表面構造のパター

ンを作製した。そのパターン上に Ag を蒸着したものを試

料とした。SPP の局所励起及び発光の分光測定はカソー

ドルミネッセンスを搭載した走査型透過電子顕微鏡

(CL-STEM)を用いて行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

銀ドット周期配列から成るプラズモニック結晶導波路中

の表面プラズモンポラリトン(SPP)の光学特性を調べたと

ころ、Fig.1に示すような PlC中の線欠陥中を伝播する

SPP導波路モードが観察された。CL-STEMによるフォト

ンマップ及び分散測定によって次の 2つの特性が新たに

明らかとなった。1つ目は、導波路の周期性に起因したバ

ンドギャップの形成であり、Fig.1のような 2つのバンド端

モードに分裂する。2つ目は有効導波路幅のエネルギー

依存性である。これら2つの特性は、SPP導波路モードが

小さな群速度を広いエネルギー領域にわたって有する原

因となっている。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 

Figure 1 Monochromatic photon maps of the 

guided SPP mode at 2.1 eV (upper) and 2.0 eV 

(lower). Schematic drawings of expected surface 

charge distributions are shown at the left side. 


